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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
実
験
開
始
時
期
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
原
子
力
機
構
」
と
い
う
。
）
の
那
珂
核
融
合
研
究
所
の
イ
ー
タ
ー

事
業
（
「
イ
ー
タ
ー
事
業
の
共
同
に
よ
る
実
施
の
た
め
の
イ
ー
タ
ー
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
の
設
立
に
関
す
る
協
定
」

（
平
成
十
九
年
条
約
第
十
五
号
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
平
和
的
目
的
の
た
め
の
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
及
び
技
術

的
な
実
現
可
能
性
を
証
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
際
的
な
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
連
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
建
屋
が
大
き
く
損
傷
し
、
現
在
、
原
子
力

機
構
に
お
い
て
、
同
施
設
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各
種
装
置
の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね

に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
、
イ
ー
タ
ー
事
業
に
お
い
て
我
が
国
が
分
担
す
る
事
項
の
ほ
か
、
「
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
分

野
に
お
け
る
よ
り
広
範
な
取
組
を
通
じ
た
活
動
の
共
同
に
よ
る
実
施
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
欧
州
原
子
力
共
同
体
と
の
間

一



の
協
定
」
（
平
成
十
九
年
条
約
第
五
号
）
に
基
づ
く
「
イ
ー
タ
ー
事
業
及
び
平
和
的
目
的
の
た
め
の
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

早
期
の
実
現
を
支
援
す
る
よ
り
広
範
な
取
組
を
通
じ
た
活
動
」
に
お
い
て
我
が
国
が
分
担
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
原
子
力
機

構
を
実
施
機
関
等
と
し
て
指
定
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
原
子
力
機
構
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
係
る
取

組
を
那
珂
核
融
合
研
究
所
や
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
国
際
的
枠
組
み
の
下
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
等
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
長
期
的
視
野
に
た
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
や
こ
れ
に
連
携
し
た
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
活
動
を
始
め

と
す
る
核
融
合
に
つ
い
て
着
実
に
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
科
学
的
及
び
技
術
的
な
実
現
可
能
性
等
を
明
ら
か
に
で
き
る
段
階
に
な
い
こ
と
か
ら
、
特
段
の
方
針
を
示
し
て
い
な

い
。
な
お
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
国
民
各
層
の
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
予
断
な
く
議
論
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
議

論
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



四
に
つ
い
て

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
イ
ー
タ
ー
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
科
学
的
及
び
技
術
的
な
実
現
可
能
性
の
証

明
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
発
電
実
証
を
行
う
原
型
炉
」
に
つ
い
て
は
、
イ
ー
タ
ー
事
業
等
の
成
果
を
踏

ま
え
、
そ
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
を
「
我
が
国
に
誘
致
す
る
」
か
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

三


